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研究成果の概要（和文）：本研究ではまず、語基の音節構造および強勢位置と、派生語の強勢パターンの関係について
、これらの可能な組み合わせの中に見られる有標性（類型順序：T-Order）をコンピュータを用いて計算し、英語の中
に存在するであろう上記の組み合わせの分布についての大まかな予測を試みた。続いて約28,400語について各語の音節
構造・強勢位置・語基の音節構造・語基の強勢位置について、SOED CD-ROM 版をもとに包括的な調査をし、データベー
スを作成した。最後にそれらの分布が前述の予測と一致を測れるかどうか、最適性理論(Optimality Theory)の枠組み
で考察を行った。

研究成果の概要（英文）：The present study first made a simulation on possible combinations between stress 
patterns of derived words, on the one hand, and stress and syllable structures of the base, on the other, 
to obtain implicational orders (or T-orders) among these combinations, which are thought to be hidden in 
the English lexicon. Subsequently an overwhelming research of the above-mentioned properties were 
conducted over 28,400 English words, utilizing the Shorter Oxford English Dictionary (CD-ROM). Finally 
considerations were made as to whether the distributions of these implications can be properly captured 
in actual distributions, within the framework of Optimality Theory.

研究分野：英語の強勢と接尾辞
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１．研究開始当初の背景 
 筆者はこれまで、119 の英語の接尾辞の強
勢パターンとクラス性についての分布を記
述し、その理論化を行ってきた（若手研究 (B) 
課題番号 18720131「英語接尾辞の強勢パタ
ーン：そのグレイディエントな分布の記述と
理論化」（平成 18～20年度）および基盤研究
(C)課題番号 21520513「英語接尾辞のクラス
性と強勢付与に関する記述調査と部分配列
理論による分析」（平成 21年度～23年度））。
これらの研究でこれまでに明らかになった
ことは、概ね次のようなことである： 
 
(1) 接尾辞のクラス性や強勢パターンは一
様に分布しているのではなく、あるクラ
スや強勢パターンにより多くの接尾辞
が観察されるなど、偏りが見られる。 

(2) これらの偏りは、部分配列理論(Partial 
Ordering Theory; Antilla 1997など）に
基づけば、最適性理論の制約の配列の可
能性からある程度確率論的に予測でき
る。 

 
これらの結果は筆者の博士論文の一部とし
てまとめられ (2012 年，筑波大学）、記述調
査の結果もデータベースに移行する作業も
ある程度形になった。 
 近年、部分配列理論はさらなる進展を見せ、
類型順序論 (T-Order; Antilla 2008など) を
産んだ。これは出力形に何らかのバリエーシ
ョンが観察されるときに、ある入力形からど
の出力形が生じることがより無標であるか
を、制約の配列の可能性から確率論的に予測
する理論である。すなわちこの理論は、類型
（T = typology) の中にも「あるパターンは
多く観察されるが別のパターンは少ない」と
言ったような順序関係 (order) がしばしば
観察されるため、それを最適性理論で捉えよ
うと試みる。この理論を筆者の研究に当ては
めれば、例えばある音節構造をした語がどう
いう強勢パターンを取ることがより無標で
あるか、さらには、どれぐらいの確率である
強勢パターンを取るか、というようなことを
理論的に予測できることになる。 
 これは「言語事実の分布と言語理論からの
予測」をテーマとする筆者の研究にとって、
大きな意味のある進展である。確かにこれま
での研究で、出力形の中での分布は良く分か
るようになってきた。しかし出力形を見るだ
けでは、本当の意味での頻度は推定すること
ができない。そもそもある出力形を生み出す
入力形自体の頻度が違ったからかもしれな
いからである。さらには、入力形に対する考
察をしなければ、ある構造を持った語が特定
の強勢パターンを持つ確率を予測すること
もできない。入力と出力を対にして同時に頻
度を測ることができて初めて、より深く分布
のばらつきを考察できるのである。 
 
 

２．研究の目的 
 そこで今回の研究は、以下の３点を目標と
して行われた。 
 
(3) ここまでの研究で明らかになっている
英語の強勢に関する制約を用いて、そこ
から得られる語基の音節構造と強勢パ
ターンに関する分布上の類型順序を予
測する。 

(4) 今あるデータベースを拡充し、語基の音
節構造に関する情報を全面的に書き加
える。 

(5) (1) の予測が正しいか、(2) のデータベ
ースを用いて検証する。 

 
３．研究の方法 
 上記の (3) については、類型順序論の提
唱者自身によって開発されたソフトウェア
を用いて予測を行った。T-Order Generator 
(Anttila and Andrus 2006) は 、 OTSoft 
(Hayes et al. (2003))がシミュレートした
制約のランキングの結果をもとに自動的に
類型順序を生み出すソフトウェアである。つ
まりこの目的を達成するためには、これまで
の研究で明らかになっている制約に基づい
て英語の強勢に関する文法を適切に OTSoft 
でシミュレートすることが重要である。また、
類型順序がある程度以上多く得られた場合
には、その中のどれが意味のあるものかを判
別する作業も必要になる。 
 (4) の記述研究がこの研究で最も時間を
要するものとなった。今までの研究で得られ
ている延べ 28,482 語の全てについて、その
語基の音節構造を入力する。 
 (5) の調査ではまず、上記 (4) の結果得
られるデータベースを利用し、語基の音節構
造ごとの強勢パターンの分布を調べる。その
上で、入力形の構造ごとの実際の頻度順が上
記 (3) の類型順序に一致するかどうかを検
討する。 
 このような 3段階の調査を経て、英語の強
勢の分布について新たな記述を行うと同時
に、その分布についての理論的予測の適合度
を考察する。 
 
４．研究成果 
 上述 (3) の予測を行うため、まずは英語
の各種強勢パターンが一般的な強勢制約の
みから正しく予測できるかどうかの検証を
行った。これは筆者のこれまでの研究の成果
を引き継ぐものである。それぞれの制約の間
の関係を検証し、OTSoft を用いたシミュレ
ーションを行った結果、これまでの調査で確
認されている英語の (6)-(10) の主要な強
勢パターンは、(11)-(15) の基本的な五つの
音韻制約から正しく生み出されるよう予測
できることを確認した。 
 
(6) extrametrical [...('σσ)L] 
(7) non-extrametrical [...('σL)]  



(8) non-retracting [...('H)] 
(9) Strong Retraction [...('σH)("H)]  
(10) Weak Retraction [...('H)("H)] 
     

(11) EM：最終音節を韻律外にせよ。 
(12) Align-R：主教勢を語の右端に置け。 
(13) NonFin：最終音節は主教勢を担わない。 
(14) *Clash：強勢は隣り合ってはならない。 
(15) WSP：重音節は強勢を担う。 
 
この結果は後述の４つの学会発表の一部と
して発表され、さらに図書①の一部となった。
具体的な考察結果はスペースの都合上割愛
するので、特に図書①を参照されたい。 
 続いてこれらの制約をもとに T-Order 
Generator を用いてシミュレーションを行
い、可能な類型順序を算出した。その結果、
総計754個の類型順序が算出された。(16) は
その中の一つの例である。 
 
(16) <s H1 H + H, s (H2) (H1) (H2): WR> → 
<s1 H H + H, s (H2) (H1) (H2): WR> 

 
ここで H は重音節、L は軽音節、s は重さに
関係しない音節を、数字の１と２はそれぞれ
主強勢と二次強勢が該当する音節に存在す
ることを意味する。この類型順序の意味する
ことは、矢印の左側の類型の存在は右側のそ
れを含意する、ということであるので、言い
換えれば左側の方が有標であるということ
を意味する。この類型順序によれば、右側よ
り左側の方が量的に少なく観察されること
が予測されることになる。(16) の例では、
語末に二つ重音節が並ぶ語基に重音節から
なる接尾辞が付加されて弱転移 (10) のパ
ターンを示す語の中で、語根である語基の方
が第一音節に強勢がある語基より少ない、と
いうことを意味する。 
 類型順序は機械的に計算されて算出され
るため、上述の 754 個の類型順序の中にはそ
れが言語学的に有意味であるかどうかを慎
重に考察する必要があるものも存在する。例
えば今回のシミュレーションでは (17) の
ような類型順序も算出された。 
 
(17)  <s L H1 + H, s (L1 H) (H2): SR>  →  
<s L H + L, s L (H1) L: EM> 

 
これは、軽音節＋重音節で終わる非転移 (8) 
の語基に重音節の接尾辞が付加されて強転
移 (9) のパターンを示す語の方が、同じ音
節構造の語根に軽音節の接尾辞が付加され
て韻律外 (6) のパターンを示す語よりも少
ない、ということを意味する。しかし、これ
は注意して扱うべき内容である。一つの接尾
辞の音節構造は不変なので (17) では異な
る接尾辞間の多寡を比較していることにな
るが、接尾辞の生産性は音韻以外の要素も大
きく関係するからである。例えば特定の化学
物質を示す接尾辞の場合、その物質が構造的

に変異が少ないものである場合は必然的に
語彙数も少なくなる。一方で接尾辞間のパタ
ーンの分布のみを問題にする場合、(17) の
ような類型順序は意味をなさない。今後はこ
の754個の類型順序の中から言語学的に有意
味なものを選別していく作業が必要になる。 
 次に類型順序の予測の検証を行うため、上
述 (4) のデータベースの作成を行った。こ
れは筆者がこれまでに作成した 28,000 語を
超えるデータベースを拡張して作成される
もので、研究期間のほとんどの時間を費やす
ものとなった。具体的には、語基の音節構造
および強勢に関する情報を全ての語彙項目
に関して書き加えていった。例としてその一
部を以下に示す。 
 
(18)  
 見出し語 R mod SP stress 
a bougainvillea   0 EM 
a branchia 1    EM 
a butea   0  
a cattleya   0  
a choisya   1  
a Coleoptera 1    EM 
a cosmea 1    EM 
 
一番右の列は接尾辞、次が見出し語である。
R は語基が語根であるかどうかを見る列で、
語根である場合は 1 をマークしてある。次
の mod は語基が分節音的な変化を被ってい
るかどうかを示すが、(18) ではたまたま該
当する例がない。変化が軽微な場合（通常一
つだけの変化とみなせるもの）は語基が自由
形態素であるとみなす。SPは語基が自由形態
素である場合、その語基の強勢と一致してい
るかどうかを見る。一致していれば 1を、変
化していれば 0をマークする。最後の stress 
は見出し語の強勢パターンが (6)-(10) の
どれであるかを見る。語基と一致していれば
それを保持したものとみなして考察の対象
とするので、ここはRにマークがあるものと、
SP が 0であるものが対象となる。ただし、強
勢パターンが唯一的に決められない場合は
空欄とする。たとえば (18) の butea は(6) 
でも (7) でも分析可能である。 
 
期間内に入力作業自体は終了することがで
きたが、複数のアルバイトを雇用しての作業
だったため、全体を通して一貫性がある入力
内容であるかどうか、全体的なチェックを行
う必要がある。今後は別の資金を利用して、
このチェック作業を行っていく予定である。 
 (5) に挙げた全体に関する予測の検証を
行う前に、最適性理論の中で議論のある「制
約の局所結合」の問題についての考察を行っ
た。この理論的な手だてを仮定すれば、個別



の制約が結びつくことで別の複合制約が生
み出される可能性が生じるので、それらの制
約が加わることで類型順序の予測にも影響
が及ぶ可能性があるからである。この考察は
菊池清一郎氏（東北大学）との共同研究とし
て行われ、論文①として発表された。議論の
詳細は略すが結論的には、この手だては理論
的には可能だが実行するためには追加的な
措置が必要になる、というものであるため、
今回の類型順序の計算からはこれらの結合
制約は除外して考察していくこととする。 
 最後にこの研究の位置づけについてまと
めよう。本研究は、以下の点で近年の音韻研
究の世界的な潮流に沿うものである
(Anttila 1997, 2006, Bane 2010, Boersma 
and Hayes 2001, Hayes 2000, Coetzee and 
Pater 2008, Zuraw 2010）。（Boersma and Hayes 
2001, Curtin and Zuraw 2002, Apoussidou 
and Boersma 2004, Anttila and Andrus 2006）。 
 
(1) 言語事実の記述と理論化を同時に行っ
た点 
(2) 理論化に数量的な証拠を求める点 
(3) 分布の偏りを捉えられるような理論化
を目指す点 
(4) OT Soft などのソフトウエアを利用し検
証を行う点 
(7) 類型順序論に基づいて分析を行う点 
 
日本国内ではこのようなアプローチに基づ
く理論研究は非常に珍しい。本研究によって
日本人にも世界的な潮流に沿った研究がで
きることを示すことができ、同時に、世界的
な音韻理論の進展に対して多少なりとも貢
献をすることができたと評価できる。この点
に関しては、2014 年に勤務校で部分配列理論
の創始者である Arto Anttila教授（Stanford
大）の講演会を開くこともできたことも一つ
の成果といえる。 
 このような理論的な面での成果に加えて、
今回の研究には次のような記述的な意義が
あった。 
 
(5) 英語の強勢に関する記述的調査をあら
ためて包括的に行った点 
(6) 語基の音節構造ごとの強勢パターンの
分布という新たな視点での調査を行った点 
 
119接尾辞を含むのべ28,482語に関する包括
的なデータを持つデータベースができあが
ったので、世界に類のない非常に包括的な資
料となった。上述のようにチェック作業が残
されているためまだ公にできる段階にはな
いが、いずれは何らかの方法で公開したい。
しかも (6) のような視点での調査はこれま
でなされたことはないので、英語の記述研究
として大変貴重な資料となる。 
 これらの研究の成果は国際学会での発表
や招待講演、著書の出版などで広く周知する
ことができ、さらには著書に対して日本英語

学会賞および市河賞を受賞するという存外
の評価を得ることができた。しかし、理論的
予測と実際のデータとの一致を十分に検証
するためには、予測された内容の慎重な吟味
と、データベースの精度のチェック作業が残
されている。今後は別の資金を得ながらこれ
らの作業をさらに進め、検証を継続して行っ
ていく予定である。また、同様のアプローチ
による他の言語事実への応用についても考
察を進めたい。 
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